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    （財）全日本聾唖連盟 

第 12回障がい者制度改革推進会議 

平成22年５月24日（月）13～17時 

合同庁舎第4号館共用220会議室 

議事 ・第一次意見取りまとめに向けた推進会議の問題意識の確認 

 

第 13回障がい者制度改革推進会議 

平成22年５月31日（月）13～17時 

合同庁舎第4号館共用220会議室 

議事 ・意見交換 内閣府地域主権戦略室 

   ・第一次意見の取りまとめについて 

○特命大臣を降りた福島元大臣が挨拶：障害者施策が多くの人の希望として変わっていく

エンジン部隊である推進会議の担当大臣として誇りとやりがいがあった。やめざるをえな

かったことは本当に申し訳ない。気持ちを一つにして、4 年間で日本の障害者施策を変え

て行きましょう。 

 

第 14回障がい者制度改革推進会議 

平成22年６月７日（月）13～17時 

合同庁舎第4号館共用220会議室 

議事 ・第一次意見取りまとめについて 

○6月 1日付で総合福祉部会構成員一同より「要望書」が推進会議議長あてに手渡された。 

障害者自立支援法の一部改正が情報提供なく進められたことに関して強い遺憾の意を表す

もの。同文を推進会議として、推進本部長(首相)に提出することを決議した。 

 

第12～14回会議で第一次意見を取りまとめました。 

障害者制度改革の推進のための基本的な方向（第一次意見）平成２２年６月７日 

http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/kaikaku/pdf/iken1-1.pdf 

障害者制度改革の推進のための基本的な方向（第一次意見）【概要】ＰＤＦ 

http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/kaikaku/pdf/iken1-gaiyo.pdf 

この第一次意見書は推進本部長(菅首相)に提出することとしています。 

 

●今後について 

 第15回６月28日(月)、第16回７月12日(月)、第17回７月26日（月）、第18回８月９日(月) 

第二次意見は12月をめどにまとめていく。推進会議は障害者基本法改正を審議し、第一

次意見に関する「地方公聴会」、差別禁止法部会の設置を検討する。 

 

久松構成員コメント： 
第一次意見をとりまとめるまで１４回重ねてきました。障害をもつ当事者およびその家族が２４

名の構成員のうち１４名を占めており、日本の障害者施策を講じる会議の歴史の中でも画期的なこ

とでしたが、構成員の多くは聴覚障害者のこと（手話通訳制度等）をあまり知らない状況にあり、

情報アクセス、コミュニケーション保障に関する意見書を繰り返し提出し、会議でも何度も意見を

述べました。十分に反映されたとは思いませんが、第一次意見書では情報アクセス、コミュニケー

ション保障に関する記述がいくつか載るようになりました。積極的に提言することの大切さを感じ

ました。多くの方々からご意見をいただきました。皆さまのご協力に感謝します。 

今後は、障害者権利条約の理念が日本の政策に反映されるよう具体的な法制度の整備の検討が始

まります。皆さまの更なるご支援、積極的なご意見を賜りたくよろしくお願いします。 
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